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■『EXCEL統計 Ver.8.0』のカプランマイヤー法の動作イメージ 

 

 

※ 上記は D 列が観察結果（1が死亡、0が打ち切り）、C列が観察期間、B列が群（例えば、治療方法）のデータです。 

（1）メニューから「カプランマイヤー法」を選びます。 

（2）ダイアログボックスが開きますので、B～D列のそれぞれを範囲指定します。群が 1つしかない場合は 3 つ目の「群変数範囲」は何も指定しなくても構いません。 

（3）「時点の目盛間隔」のボックスに「5」を入力して、「OK」ボタンを押します。 

（4）次ページ以降のように、群ごとの生存率と信頼区間、生存曲線などが出力されます。結果は新規シートに出力されます。 
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1～38行目は群ごとの生存率と信頼区間（95%と 99%）です。 

打ち切りや死亡のたびに D 列の「その時点の直前までの生存

数」が減っていきます。 

 

 

40～45 行目は生存時間の平均値と中央値で、群ごとに平均値

と中央値と信頼区間（95%と 99%）が出力されます。 

40～45行目は Ver.8.0 で追加された出力です。 

 

 

群 3 は 8 人のうち、死亡者が 0 人で生存率が 100%ですので、

生存時間の平均値は 25 で、中央値は計算されません。 

 

 

（次のページに続きます。） 
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48～54行目はログランク検定と一般化ウィルコクソン検定です。 

51行目は全体の検定結果（p値）、52～54 行目は組み合わせごとの検定結果（調整なしの p値）です。Ver.7.0までは 3 群以上の場合には 2群ごとの p値は出力されていませんでした。た

だし、この p 値は多重検定を考慮していませんので、気になる方は p値を 3倍してください。あまり知られていませんが、組み合わせの数を掛け算することをボンフェローニ調整といい

ます。このデータは 3群なので組み合わせ数は 3 です。4群であれば 6倍、5群であれば 10倍してください。 

56～77行目は生存曲線で、生存曲線内の▲は打ち切りを意味します。M～U列には追跡対象者数（Number at risk）の数表が出力されます。 

79～88行目にも追跡対象者数が出力されますので、次ページのように、横幅と縦幅を調節して、生存曲線に下に移動すれば、生存曲線と Number at risk を併記することができます。出

力された後は、通常の Excelの操作でグラフや数表を編集することができます。 
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（1）生存曲線のグラフエリアを大きくして、プロットエリアを小さくする。 

 

（2）追跡対象者数（Number at risk）の縦幅を小さくして、横幅を生存曲線の横軸

（時点）の幅に合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）（2）で作成した追跡対象者数を生存曲線の下に移動させれば完成です。追跡対象者数も出力されるソフトは少ないのではないでしょうか。 
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なお、ダイアログボックスで「死亡率の曲線を出力」にチェックを入れると、0%から始まる曲線が出力されます。 

「1-生存率」で描画していますので、縦軸の上下を反転にしたグラフになります。 

デフォルトの縦軸が「生存率」に対して、こちらは「死亡率」になります。 

 

 

 

 


